
暖地の海近くの林中に生える多年草。茎は直立または斜上し、短く分枝して高さ30-80cmになり、稜があ

り、まばらに点状の毛が生える。葉は互生し、長さ1-2.5cmの柄があり、卵形で両端がとがる。7-8月、上部

の葉腋ごとに1花をつける。花柄は長さ2-6cm、苞はない。

県内では淡路島の3ヶ所で標本が採られたが現在確認

できるのは1ヶ所だけである。

生育地の保全が重要である。
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観賞用等採取 特異な生態 分布の限界
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淡路
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本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 特殊な分布

サクラソウ科

兵庫県ランク…モロコシソウ
環境省ランク… －Lysimachia  sikokiana  Miq.


